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Abstract 

近年 XBRLと呼ばれるXMLを基盤とした財務報告書の

ための記述書騒が提案され計耳慣上で財務情報を扱う

懐準的な枠組みに関する研究が進められている財務報

告書は企業の活動結果を外部に報告する際， 般に用い

られる文書であり，文書のXBRL化によって財務情報の

交換や分析作業のコストを削減することが可能となる

しかし XBRL文書の作成作車は位然として入手に依存

する要素が多いため!限配や編集ミスによって財務報告

書の信頼性が低下するという問題がある

そこで本論文では。文書作成の効率化と信頼性の向上在

目僚として既存のXBRL文書から異なる形式のXBRL
文書へ自動的に変換する手法を提案する本手法では

XBRL文書に記述されている項目の対応閲院を定義する

ことで XBRL文書の自動変換を実現するまた，各対応

関保については，晶件節やデータ加工式在付加すること

が可能であるこれによって，データ抽出や衰の再構成と

いった柔散在変換を行うことができる

さらに，本手法を用いたXBRL文書聞の自動変換ツール
を猷作し適用実験在行ったその結果，本ツール者用い

ることにより， f!頼性の高い財務報告書作成を効率的に
行うことが可能になることを確認した

1まえがき

企業の財務情報を広報する際には一般に財務報告書が

用いられるしかし.財務情報者表現する統一されたデー

タ形式がなく。システム同士でデータ在費け渡すことは

非常に困難であったこのため社内の会計情報ヵ、ら社外

に公表する財務報告書を円滑に作成できず企業町情報開

示に非常に時間がヵ、ヵ、っていたこのために，投資家は古

い情報を元に企業への授賞判断をすることになるという

大きなリスクが存在した

この問題を解決するために句 四 RLと呼ばれる XMLを

基盤とした財務報告書のための記述言語が提案され 計

算機上で財務情報者扱う揮準的な枠組みに関する研究が

進められている財務報告書は企業の活動結果を外部に

報告する際.一般に用いられる文書である財務報告書

のXBRL化によって電子的な財務情報の涜通.再利用を

行うことができるそのため分析作輩のコストの削減

と正確な財務情報の迅速な提供が可能となり.企業や政

府系機関での傑用が進んでいる [8)

財務報告書の会計基準は園業種企業によって異なり

内容や形式にも.企業グループでの連結会計の導入国際

関係基準への段階的移行などにより変更が加えられてい

るこのように財務報告書は同じ内容を表す文書であっ

ても多様な形態を持つ必要があるため句その作成作業は

複雑なものとなるしヵ、し XSRL文書の作成作量は依

然として入手に依存する要素が書いため、誤記や編集ミ

スによって財務報告書の信頼性が低下するという問題が

ある
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そこで本論文では文書作成の効率化と信頼性の向上を

目標として.XBRL文書聞の自動変換手法を提案する財
務報告書には様々な形式が存在するが同じ財務活動に

ついての報告であればその内容には同じ項目が吉まれ

るすなわち守財務情報として等価な項目であればーその
値も等価ヵ、あるいは定式による加工で相Eに変換可能
であるまた必要なデータと不必要なデータを識別が
できれば必要なデータの値のみをもっ文書を生成する

ことができるこれらのことヵ、ら，項目聞の対応関係，必

要なデ タを識別するための条件，値の変換式の3点に
ついての情報を得ることにより自動変換を行う

しかしXBRLではこれらの情報を表す方法は定義され

ていないため新たに対応関係定義条件文定義.データ加

工文定義を場入する これらの情報を適切に設定するこ

とで XBRL財務報告書の自動変換を可能とする

さらに本研究では提案する手法を用いて四位 文書聞

の自動重換を行うツールの鼠作を行い，適用実験在行った

以下 2節では XBRLについて.3節では提案する自動変

換手法で用いる対応d主義について 4節ではアルゴリズム
について説明する 5節では試作した XBRL財務報告書
自動変換ツールと適用実験について述べ 6節では考察
を述べる 7節ではまとめと今後の課題について述べる

2財務報告書記述言語XBRL

四 RLは各種財務報告書用の情報を作成 ・疏通・利用

できるように標準化された.XML在ベースとする言語で
ある財務情報を XBRL文書化することにより，ソフト

ウェアやプラットフォームに依存しない電子的な財務情

報の作成や流通・再利用が可能となる

2.1財務報告書

財務報告書とは，企業が定期的に公圭する貰惜対照表，慣

益計庫ーなど財務諸表在吉む報告である例としてー商法

による貰惜対照表老衰 lに示す貸借対照表とは.その企

業の貰産 ・員慣寅本の残高が記述された表であり，企

業の財政状況をわかりやすく表現している

財務報告書の作成においては，多くの会計データ，企業組
織等に関する説明文書，監査人の報告などの様々な素材

情報をもとに，いくつヵ、の種類の報告を作成しなければ

ならない財務報告書の会計基準は園町業種.企業によっ

て異なり，内容や形式にも，企業グループでの連結会計の

導入，国際関係基準への段階的移行なEにより変更が加
えられているさらに事業別，地域別.セクショシ別の財

務報告書や四半期ごとの報告を求められることもある

このように財務報告書は多様な形態老持つ占要があるた
めその作成作業は複雑なものとなるよって，財務報告

表 1貸借対照表

書の作成作業を効率よく行うことは非常ι重要である

2.2財務報告書のXBRL化

アナリストや投資家は，財務報告書を比較分析すること

で投資対象者E決定するため，鮮度がよく句精度が高く，扱
いやすい財務情報の提供が重要となるしヵ、し財務情

報は複雑である上に.その作成作業は人手に依存する部

分が多いそのため，誤記や緬集ミスが発生しやすいま

た，会計基準が異なる財務報告書を比較することも困難

である

これらの問題在解決するため.2ぽ均年7月に米国公聴
会計士協会によって XBRLが提案された [3].XBRLは

用札在ベースとする財務報告曹配述のための標準化言

鱈である XBRLは異なる形式の財務報告書を同ーの枠
組みを用いて定義できるため財務情報者柔軟に記述す

ることができる財務情報を XBRL文書化することで
財務報告書の作成を正確に，かつ効率的に行うことがで

きるさらに [1)で紹介されているように，財務データ

を共通のXBRL文書に変換することにより，財務報告書

の比較を容易に行うととができる

XBRL文書はタクソノミ文書とインスタンス文書から成

るタクソノミ文書はタクソノミ本体(以下‘タクソノミ)
とリンクベ スヵ、ら構成され，財務報告書の文書形式を

定義するインスタンス士書はタクソノミ文書によって

定義された形式で財務晴報カ唱b書された文書である [4)
図 lに.XBRL文書の構成図を示す
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図 1.XBRL文書の構成

2.3.タクソノミ

タクソノミはインスタンス文書の梧量(要素名.属性な

めを定義する XMLSchema[6]である話量の定義は止

のように記述される

<elemenヒ
namez"assets" 
type_ "xbrli， decimalI乞emType・1
id-"assets" 
xbrli:balance_"" 
substitutionGroup.~xbrli:item" ! > 

name属性で要素名を.type属性で要素の型を指定する
要素の型は以下の6種類である

・数値型
-xbrli:decimalltemType 
-xbrli:monetacyltemType 
-xbrli:sharesltemType 

-文字列型
-xbr1i:stringJtemType 
xbrli:urillemType 
xbrli:dateTimeltemType 

また， id属性でこの要素の IDを指定L，xbrli:balance属
性でその要素の表す財務情報が貰本情報なのヵ、員圃情報
なのカ、を指定する

2.4 リンクベース

リンクベースは，タクソノミで定義された項目聞の関係
や各項目に対する追加情報を XLinkの外部リンク機能

を利用して定義した文書であるリンクベースには次の

5種類がある

定義リンク 項目聞の関係在定義

計算リンク 項目の値の加算式を定義

プレゼンテーンヨンリンク 項目の表示願者定義

ラベルリンク 項目の表示名称を定義

リファレンスリンク 項目の参考文献を定義

本手法では.定義リンクと計算リンクのみを用いて自動

変換を行うため，ここではこの2つについて説明する

2.4.1.定義リンク

定義リンクは要棄を指定するためのロケータと抽象的
な意味でどのように関連しているかを表す定義アーク要
素により，要畢閣の関係を定義するものであるロケー
タは次のように記述される

<loc 
x1ュnk，type_"locator"
x1ェnk，href_"tax.xsd¥栂assets"
xlink:label_"tax assets" 
xlink，title-"assets" 
xlink:role_ 
"hヒtp://www.xbrl.org/
lェnkprops/locator/root"!"，

• xli出 href属性
タクソノミで定義されている要素を事卵、するための
属性である

• xlink:label属性
xlink:hre(厨主て事照される要素に対するリンクベー
ス内でのラベルを指定するi要素聞の関係定義はす
べてこのラベルを用いて記述される

• xli出 role属性
要素の役割を指定する上記の例の場合はζの要素
が要素の木のルートであることを示している

また，定穣アーク要素は次のように記述される

<def三n孟tionArc
xlink:type.."arc" 
xlink:show.."replace" 
x1ェnk:actuate.."onRequest"
x1ュnk:from・"乞axassets" 
xlink:to_"tax currentAssets" 
xlink:title-"Go Up to tax_currenヒAssets"
xlink:arcrole.， 
''http://www .xbrl. org/ 
linkprops/arc/parent-ch孟ld"/> 

• xlink:from属性， xli山田属性
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• xli抽出口。le属性
要軍聞の関係{親から子子ヵ、ら親)を定義する

2.4.2.計算リンク

肘揮リンクは，ロケータと子要素の{直の計耳法を蓋す計
算アーク喪曹により計揮に必要な情報在記述するもので

あるロケータの記述は定義リンクと岡慢である針耳
アーク要素は定穣アーク要素の属性に重みを表すweight

属性が加わる計算アーク要素は次のように記述される

<ca.lculationArc 
xlink:type_"arc" 
xlink:show_"repla.ce" 
xlink: a.ctuate_ "onRequeat" 
xlink: from・"ta.xcurrentAssets" 
xlink:to・"ta.xa.ssets" 
x1ェnk:title・"GoUp to tax assets腎
xlink，a.rcrole・
"http，//www.xbrl.org/ 
linkprops/arc/child-parent-
weight_"l"/> 

weight属性は子要素の値から親要素の値を計草するとき

の子の{直の重みを指定するための属性である

2.5インスタンス文書

インスタンス文書は.タクソノミ文書で定義された要棄

で財務情報を配述した XML文書である各要素はコン

テキスト属性によってコンテキスト要棄と関連付けられ

ていなければならないコンテキスト要素とはインスタ

ンス文書内で要曹に閲する財務情報を配述したもので‘
要素の値の単位や柵度などの情報を付加する要素は，ど

のコンテキスト要素と関連付けられているヵ、によってe

同じ名前の要素であっても鯖別が可能である

2.6問題点

財務情報をXSRL文書化することにより，データの比較
分析作業が効率化されまた.情報の電子化とインター

ネット XML基盤の利用により情報の提供速度が向上し
たさらに XBRL文ーからの財務報告書の自動生成など

により効率と信頼性も向上した

財務報告には織々な積類があり.異なる形式の財務報告

を作成するという作業が頻繁に行われるしヵ、C，XBRL

文ーから別の XSRL文書へと変換する作業は手作業の

部分が多いそのため XSRL文書の変換はミスが入り

やすく効率の悪いものとなっている

そこで。この問題を解決するために XBRL文書聞の自動

変換を考える鍵なる形式のXBRL文書を既存のXBRL

文書から自動で変換することができれば財務報告書の

作成作業がより効率化され信頼性も一層向上すると考

えられる

3.項目間の対応定義

財務報告書には様々な形式が存在するがある財務活動

に関する異なる形式の報告には，等価な項目が吉まれる

財務情報として等価な項目はその値も等価かであるか

もしくは定式による加工で求めることができるまた必

要なデータと不必襲なデータの識別を行うことで必要な
データの値のみをもっ文書を生成することができるこ

れらのことヵ、ら，項目悶の対応凋係値の変換式，必要な

データ老眼別するための条件の3点についての情報を匝

うことでXSRL文書の自動変換を行うことができるし

かし.XBRL文書には他のXBRL文書の項目との対応に

関する情報は記述されていない

そこで本手法では XSRL文書中に配述される項目につ
いて.対応定義。晶件文定義ヂタ加工士定義という 3

つの定慢を新たに導入するこれら 3個の定義者 XML
の要畢として表現しそれらを配述した XML文書であ

る対応定枝文書と変換元および変換先のタクソノミ文
書者世って既存のインスタンス文書を異なる形式のイン

スタンス文書へと変換する以下本手法で導入する定

義について述べる

3.1対応定義

対応定義では.変換元XBRL文書で記述されている項目

仁変換先XSRL文書で記述すべき項目の対応を定義す

る項目聞の対応はタクソノミで定義された要素を関連

付けることで聾C，ロケータとアーク要素に加えて条件
指定在行うための要素を用いて32i草するロケータは定
義リンクや計庫リンクと同様であるアーク要素は次の

ように記述する

<equiva.lentArc 
xlink:a.ctua.te_・'onRequest"
xlink:arcrole_"element_element" 
xlink:from_"ta.x aasets" 
xlink:show_"replace" 
xlink:title・"equiva.lent-
xlink:to・"tax2asaets2町
xlink:type_"a.rc" 
c:a.lculatユon・"true"
value_"true" 

cond・"csl"/>
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ー昆link:arcrole..性
アークで対応付けられる要素の種類老衰す属性値は次
の4極類である

elemenl-elemenl 要罪と要畢を対応付ける

elemenl 創出回te 要棄と属性を対応付ける

altri加te-elemenl 属性と要棄を対応付ける

[lun加te-attribute 属性と属性を対応付ける

，，1印刷oon属性
子要棄の値を利用して親要素の惜の計揮を行うかを指定

する植には回eかfalseをとり.回eであれば植者計揮

する既定値は falseである変倶元のインスタンス文書

の要素値をそのまま!2XI>できない唱合にはこの属性によ

り個を求める

-value属性

聖換先のインスタンス文書の要棄に圃が必要であるヵ、を

指定する値としては加eかf，1認をとり 回eであれば
値を配述する既定値は回eである変換元のインスタ
ンス文書の要素の値をそのまま記述できずさらに計算

によっても正しい値が世められない場合にはこの属性に

より値を記述しないように指定することができる

-cond属性

対応が成立する条件がある場合にその条件を股定する

条件自体と条件が成立した桂の処理内容については後

に述べる条件文定轄によって肥述する ζこでは定義さ

れた条件文につけられた旧をその値として持つ

3.2条件文定義

条件文定轄では.変換元データの値によって要棄を変換
先XBRL文書に配述するかどうか.または，値を加工す
るかどうヵ、在定義する以下町4樋類の要素を用いて晶
件文を定義する

• cond.itionalStatemenl要量
condition喪章 formula璽車，1<要素を使いー条件と
値の加工を指定する加工にはー数値の場合は四則
演算.文字列の場合は結合を用いる

• cond.ition要揮
晶件の定義をする

• formula要素
教値の加工に用いる定式を定慢する

.SU要素
文字列の加工に用いる文字列を定較する

以下各要素の鋭明者行う

3.2.1.四nditionalStatement要素

アークによる対応付けの条件とその判定結果による値の

加工を指定するための要棄で.以下のように配述する

<conditionalStaヒement
if・"exp1"
then_"n " f1" 
else_on " 100" 
孟d_嗣cs1"
type_-numeric./> 

-id属性

要素聞の対応を定義するアーク喪素からから参照される

IDである

→f属性
condition要素を用いた条件式の指定者行う指定は後に

説明する cond山on要素のid属性と and.or. (，)を用いて

行う条件が真であれば対応関係が成立し.偽であれば

対応関係は不成立となる対応関係が不成立の場合.そ

の要素を生成しない

値を加工する場合には.条件が真ならばthen属性で指定

する式で儀ならばelse属性で指定する式で値を加工す

るこの属性は省略可能で，省略された場合には晶件が

真であるとして then属性で指定された値の加工者行う

-then属性

条件判定が真である場合に用いられるデータ加工式を指

定する指定は値が数値ならば formula要素の同属性

と+，-， *，人(.). nを用いて行うまた価が文字列ならば

SU要素のid属性と結合演耳の+句加工する前の値を表す

nを用いて行う

formula要素と'"要罪者用いずに指定するζとも可能だ

が文字列の加工で文字としての +や n"を使用する

には"，要素で定義するこの属性は省略可能で，古略さ

れて条件判定が真となった場合には加工は行わない

-else属性

条件判定が偽の場合のデータ加工式者指定する指定方

法は由en属性と同様であるこの属性も省略可能である

しかt.，.条件判定の結果が偽，かつ .1田属性が省略され

た場合には.対応関係が不成立となり対応する要曜を生

成しない

条件処理の椛れを図 2に示す条件判定の結果と各属

性の有捕により畳終的に得られる値{志向日工しない」、

rlhen属性の式で加工J. relse属性の式で加工J. r対
応する要罪者生成しないJの4パターンとなる
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空て竺ヰ〉
|酬式の四|

戸ゐ三・

図2条件処理の涜れ

3.2.2. condition要素

条件の具体的な内容を指定するための要素で，以下のよ
うに記述する

<condition 
id.."exp1" 
xlink:href_ 
"C¥test¥testData¥tax.xsd#assets" 
value..旬 10"
operator_"greater than" 
type_"element"l> 

-id属性

condi1IonalStalement要素から参照される 田 老設定する

-xli地 "'ef属性

条件の対象となる要素あるいは属性老指定する 同属性

へ記述された IDが要素の場合にはこの属性は省略可能
で，省略されると条件が指定されたアークの xli曲 '0属

性の要棄を指定したことになる

vaJue属性

条件の判定基準となる値を設定する

-operator属性

条件判定が真になるための‘ xlink:href属性で指定された

要素あるいは属性の値と value属性値との関係を駿定す

る valueの値に対する"'aで指定された要素(属性)の
関係として以下の6種類を定義した

• greater山田

• greater or equal 

• less than 

• less or equal 

• equal 

• not equaJ 

'ype圏性

xli品加d属性の参照が要素へのものならばelementを

属性へのものならば attribu胞を値として持つこの属性

は省略可能で既定値は eleme却である

上記の例では f，田xroというタクソノミで定礎される要
素 assetsの値が 10よりも大きい場合に真」という条件

になる

3.3データ加工文定義

加工士定義では，値を加工する定式を定義する数値の

加工と文字列の加工の2種類を定義する

3.3.1. formuJa要素

数値の値を加工するときに利用する定式を定轄するため

の要素で以下のように記述する

<formula 
id_"f1" 
exp_"n + 10"1> 

-id属性

conclitionalSta回 nent要車ヵ、ら参照される IDである

-exp属性

値の加工に使用する定式を設定する式には+..，"'，1，(，

). nを使L用できるここで，変数nはアークり対応付けに

よって取得した変換元のインスタンス文書の要素の殖を

表す上記の例の場合，‘n+ iO'いは取得した値に 10を加
えるという意味になる

3.3.2. slr要素

文字列の値を加工するときに利用できる文字列を定義す
るための要素で，以下のように記述する

<str 
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id_"s1刷
exp_"START + n"l> 



;d圃性n

conditionalStatemenl要華から参照するためのIDである

-exp属性

値の加工に使用できる士字列を設定する fonnula要素と

は異なり属性儲の士字列はそのままの形で使用される

上記の例の場合アークによって取得した値が ABCで

あったとしても由要素が去す文字列は‘STARTABC" 
ではなく START + n・になる

4. XBRL文書変換アルゴリズム

本アルゴリズムは変換元変換先のタクソノミ文書変

換元インスタンス文書対応定義文書を入力として受け

取り，変換されたインスタンス文書を出力する変換は

以下の手順で行う

1 インスタンス文書情報の取得

2対応する要素の取得iこ利用するための，変換元イン
スタンス士曹の木を構築

3 項目聞の対応付け情報の取得

4以下の処理の再帰的な繰り返しによる，変換先イン
スタンス文書の木の構築

4-1 対応関係を利用した対応する要素の値の取得
4-2 条件判定，および，値の加工
4-3 子要棄の追加
4-4 要素の追加
4-5 属性の処理

5構築した木をインスタンス文書として出力する

以下各処理について説明する

4.1.インスタンス文曹情報の取帯

変換元のタクソノミ士曹と，変換先のタクソノミ文書カ、

らインスタンス文書の情報を取揮する具体的には，以

下の4種の情報者取得する

名前空間接頭辞白取得

タクソノミと定義リンク守富十車リンクの名前空間に関す

る情報を取得する取得された名前空閣僚頭辞は要素や

属性の値を取得する際に必要となる

ータクソノミからの情報の取得

タクソノミで定義されている要素の情報を取得する

定磯リンクからの情報白取得

定義リンクから各要素の関係情報を取得するすべての

定義アーク要章者調べア クの上書きがあれぽその情

報によって上書きする同じ要素聞で上書きの橿先度を

示す pnonty属性の値が等u、ア クが複数存在する場
合には、先に取得したアークの情報を瞳先する

計算リンクからの重み情報の取得

計算リンクヵ、ら各要素の重みを取得するすべての計算

アーク要車を調べ，ア クのよ曹きがあればその情報に

よって上書きする同じ要素聞でpnonty属性の値が等

しいア クが複数存在する場合には先に取得したアー

クの情報在恒先する員後に定義リンクで取得したア

クに計車リンクヵ、ら取得した重みの情報を追加する

4.2.変換元インスタンス文書の木の構築

取得した情報を元に.変換元のインスタンス文書の木を

構築する この木は値の取得のために変換元のインスタ

ンス文書の要素を探すときに要素閣の関係を調べるの

に利用する

木の構築を行うために町まずルート要素を取得するこ

こでいうルート要素とは，タクソノミやインスタンス文

書全体のルート要素のことではなく，タクソノミで定殺

された要素で構成される木のルート要素のζ とである

定義リンクでは要素閣の親子関係が定義されているが

ILート要素は親要素を持たないため，親を持たない要棄
をすべてルート要素として取得する

定義リンクヵ、ら得た情報で要素聞の親子関係がわヵ、るの

で，子の要素の生成と追加をルート要素ヵ、らの再帰処理

により木を構築する

4.3項目聞の対応付け情報の取得

まず名前空間情報の取得を行い守次に要素聞の対応情報

を取得する項目聞の対応に指定する条件があればその

情報も取得する

4.4.変換先インスタンス文書の木の構築

取得した情報を元に，変換先のインスタンス文書の木を

構築する処理は木のルート要素から開始する以下名

処理について税明する

l対応する値目取脅

処理する要素の名前在元に対応付け情報老舗べその要

素と対応付けられた変換元のインスタンス文書の要棄の

名前を取得する変換元のインスタンス文書から取得

した名前で要素を探t."値を得る

2条件判定，および舗の加工
条件付き対応の場合の条件の判定値の加工を行うそ
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れぞれの処理について説明する

-条件付き対応の場合の長件の判定

アーク要車で条件が按定されていれば condili叩

Slalement要素の情報から条件式を取得し判定を

行う

-条件式の評価による値の加工処理の決定

条件式の判定結果により植の加工を行う

・値の加工

condilinalSlalement要素の情報から加工する値の型

と加工の式を取得して加工する

3子要素の追加

子要素は定義リンクの情報から得られるので，すべての

子要棄について処理を行うまた，要素の値を子要素の値

から計算しなければならない場合には子要棄を追加す

る際に子要素が持つ値と重みを乗算するこの値をすべ

ての子要素について計算して和をとり，要畢の値とする

-子要素の値を用いた親要素の値の百十耳

図3は子要素の値を用いた親要素の値の計算の例

である asselS， currentAssels， noncurrentAsselsの値

はそれぞれの子要素の値に重みをヵ、けたものの和に

なる

醐川.，醐

2誕"

"初H
・"関
醐叩

・"鈎

醐誕"
Z間

"'"・醐."鈎
醐叫5
・醐

棚~(.2)

Z 醐

…… w・.附=・4
1醐

図3.!十耳処理の例

-子要素の追加生成

醐川

崎

4醐

図4は子要素の生成処理において対応する要素が変

換元のインスタンス文書に複数書己主されているt晶合

の処理の例である bal回 目 Sheel2要素の子要素であ

るassels2要素の生成処理において，対応する assels

要素が 3つZ記述されているしかしこれら 3つの

assets要素は会計年度などが異なっており，それぞ

れ別々の情報を表している

このような場合には.変換先のインスタンス文書で

も3つの要素在記述する変換元のインスタンス文

書で記述されている数(この場合は3つ)だけ子要

素を追加生成し，それぞれ別々に値を取得するこ

の例の場合は2つの子要素を追加生成して処理をし

ているそして処理が終了した子要棄を追加する

逗雪量b
ド吾判cE翌〆 (1) 1I~'t i1... 得

章子三重E量
''1要素の値の取得

{・<)111".に追加

図 4子要素の追加生成の例

4要素の追加
値の取得，あるいは子要素の値ヵ、らの計買によって得ら

れた値を要棄に追加するまた，属性の値は変挽先のタク

ソノミでの要素定義でデフォルト値が般定されている

との属性値に付いても対応付けを定義すれば値の変更が

可能である

5圃性の処理
要素と同様の処理を行い，属性値の取得，殴定を行う

5. XBRL財務報告書自動変換 ツールの試作

前節のアルゴリズムを用いて.XBRL文書の項目閣の対

応関係を利用して既存の財務報告書から別の財務報告書

への自動変換を行うツ ルの賦作を行った本節では，猷

作した財務報告書自動変換ツールについて述べる

5.1 ツールの槻要

本ツールは変換元と変換先のタクソノミ文書，変換元の

インスタンス文書，対応定義文書を基に.XBRL文書を変

換する本ツールの構成在図5に示す
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.. 奥元のX8Rl叉・ 生成するXBRL文.

図5ツールの偶成

本ツ ルの動作には変換元と変換売のタクソノミ文書

変換元のインスタンス文書，対応定義文書が必要である

タクソノミのパスはインスタンス文書から，リンクベ

スのパスはタクソノミから得られるので、以下の 37ア
イルをツ ルの入力として与える

・変換元のインスタンス文書

・変換先のタクソノミ

・対応定義文書

対応定義文書は整形式XML文書でなければならない
対応定義文書として整形式でないXML士曹が与えられ
た場合.処理在中断して終了するまた，対応定義文曹中

に誤りがあった場合誤りの吉まれない対応のみ処理を

行う

5.2適用実験

本手法の有効性を確かめるために，試作したツ ルを用

いた実験を行ったまず表2の内容を持つ XBRL文書

と変換先の XBRL文書のタクソノミ文書を用意し，図

6の対応、関係を定義したそして，本ツールを用いて変換

を行った結果，表3の内容を持つXBRLインスタンス文

書を得た

博られた XBRLインスタンス文書では，対応関係に条件

指定のない要素 (currentAssetsとcurrentAssets2句 liabili

""'とliabiliti白2など)には変換元の文書の値をそのまま

Z謎された条件判定および値の加工処理を行う noncur-
rentAssetsは，正しく処理され子要素からの値の針耳処

理を行う assets，liabilitiesAndSlOCkholdersEquity， SI世 k.
holdersEquityはそれぞれ正しく計算された

以上の実験結果から1本手法を実装したツールを用いる

ことで正確で効率の良い XBRL文書の変換を行うこと

ができたといえる
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表 2変換元文書

表3変換先文書



6.考察

本手法を用いることでこれまで手作業で行われる部分の

多かった XBRL文書聞の変換が自動的に行えることが

示されたさらに.本ツールは項目数zαm程度のXBRL
文書聞の変換は2分程度で完了することができ，手作業

で変換する場合に比べて効率が大幅に向上したまた，値

の計買などを自動的に行うことにより計買ミスや編集ミ

スがなくなり，文書の信頼性を向上させるととができた

しかし本手法には変換元のインスタンス文書に記述さ

れていない項目で値の計算や加工でも取得できない項目

については，変換先のインスタンス文書に記述するとと

はできないという問題点があるそのような来変換部分

の問題の解決手段としては変換元のXBRL文書にすべ

ての財務活動のデータを記述してしまい，その文書から

必要な XBRL:2:曹へと変換する方式が考えられるある

いは，来変換部分についてのリストを作成L，ユザに通
知するなどの機能をもたせることで修正作車の負担を軽

減することができる

また対応定轄の記述方法には対応付けに設定する条件

に細かい指定ができないζとや，値の加工で可能な処理

が簡単なものに限られることなどの改善すべき点がある

今回はXML文書として記述した対応定義文書を読み込
み変換を行うツールとして実装したしかし，細かく条

件を指定L.複雑な計耳処理を行う際は，要素聞の対応を
定義することができるプログラミンゲ言語を股計L.イ
ンタプリタにより変換処理を行う方が有利であるイン

タプりタ変換方式の方が，関数ライブラリの提供も容易

に行うことができるため，利用者にとっても使いやすい

ツールと在るであろう XBRL文書変換のためのプログ

ラミンゲ言語の設計と守インタプリタの実装は今後の謀

題とする

本研究では XBRLを対象として士曹変換手法の提案を

行っているしかし.XBRLはXMLに基づいて定義され

ており，本手法で用いている技術もまた XMLの技術を

応用したものであるため本手法は一般の泊札 インス

タンスに対する変換手法として応用することが可能であ

る具体的には既存の XMLSchemaとそのインスタン

スヵ、ら，異なる XMLSchemaに適合するインスタンスを

生成することが可能である

7 まとめ

本研究では， XBRL文書の自動変換を行うために，項目

聞の対応関係の定義と?変換アルゴリズムの提案を行っ

たまた.提案アルゴリズムを実装L.財務報告書自動変
換ツールの斌作を行った自動変換により文書作成を容

易に行うことができ財務報告審査換時の効率と信頼性

の向上在確ヵ、めた

今後の課題としては.XBRL文書変換のためのプログラ

ミンゲ言語の設計とインタプリタの実装を行い，変換時

により詳細な条件を指定できるようにすることや，関数

ライブラリを提供し値の加工でより複雑な処理を行え

るようにすることが挙げられる
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